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研究成果の概要（和文）：構造の異なる辞書同士を結び付ける方法として、『日本国語大辞典』のURLを利用す
る方法の在り方を模索し、プロジェクトで作成した『落葉集本篇』を利用して、紐づけの試みを行い、有益な点
と問題点の洗い出しを行うに至った。実質的な成果として、『辞書語彙データベース』（https://jisho-goi.
kojisho.com/）上で、『本草和名』『古活字版和名類聚抄』『落葉集本篇』の全体を検索システム上で公開し
た。また毎年度末に、他の科研費プロジェクトと協力して、フォーラムないしシンポジウムを共催した。

研究成果の概要（英文）：We explored the use of URLs from the "Nihon Kokugo Daijiten" as a method to 
link dictionaries with different structures. Using the "Rakuyo-shu" created in the project, we 
attempted linkage and identified both benefits and challenges. As a substantial outcome, As a 
substantial achievement, we publicly released the entire contents of "Honzo Wamyo," "Kokatsuji-ban 
Wamyo Ruijusho," and "Rakuyo-shu" on the "Jisho Goi Database" (https://jisho-goi.kojisho.com/).
Additionally, we annually co-hosted forums or symposiums in collaboration with other JSPS projects.

研究分野：日本語学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで、日本語語彙の横断検索のための核となる「辞書」としては、国立国語研究所の構築してきた形態素解
析用辞書UniDicの「語彙素」が最も有用てあった。しかし、古辞書の語彙は、一般的な日本語の語彙とは異な
り、特殊なものが多く、Unidicではカバーしきれない部分が大半であった。本プロジェクトでは、『日本国語大
辞典』に収録された古辞書語彙の「ハブ」としての有効性に注目し、実際に古辞書と紐づける試みを行い、問題
点と可能性について具体的な指摘を行った。このことは、今後、古辞書を含めた日本語データベースを構築して
いく上で重要な基礎的研究となった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様式Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

 
本邦では現代に至るまで、多数の辞書（国語辞書、漢和字書、歌語辞書、薬草辞典等）が作成
されてきた。古辞書に記載された内容からは、当時の本邦人による言語運用の一端のみならず、
文化や社会背景についても多くの情報を知ることができる。従来、たとえば国語辞書と漢和字書
とは、専門家には別物として扱われてきたが、一般にはその差異がよく理解されておらず、適切
に利用されてこなかった面もあった。本研究は、両者の差を浮き彫りにしたうえで、異種辞書間
のデータの融合・連携への道筋をつけることを目標としたものである。具体的には、古辞書に片
仮名等で記載された「和訓」「字音」をキーとしてその記述を一括して参照できる理論の確立と
システムの構築を目指した。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、多様な目的によって編纂された、内容や性格の異なる「古辞書」（江戸時代
以前に日本で作成された、語彙集全般）の記述を横断的に検索できるようにすることである。国
語辞書史研究と漢和字書史研究の知見を融合しつつ、国語学・辞書学・人文情報学の観点から、
そのシステム構築に最も適した「理論と方法」を考案する。本研究の成果を用いて、古辞書デー
タベース連携検索の利便性を向上させることにより、古代文献・古典作品の用例採集や作品読解
に役立つことが見込まれる。 
 
３．研究の方法 

 
異種辞書間の連携を目指す上では、多くの古辞書の見出しに位置する「漢字」（中国語）を共
通キーとするのではなく、振り仮名や本文注記として示された和訓や字音すなわち「語の読み
（≒日本における意味を表す音節）」を用いることが有効である。なお、和訓等には仮名遣いや
語形の揺れ（ミツ／ミズ）や、日本語を万葉仮名で示した例が存するため、代表語形を策定する
こと（キーの正規化）も必須となる。古典語を多く擁する『日本国語大辞典第二版』（小学館）
の掲出語形を、辞書間をつなぐハブとして用いることが有効であると考えのもと、本研究では、
既存データベース（『辞書語彙データベース』）を用いて「日本語」キーによる連携の試行をおこ
ない、有効性を検証した。 

 

図 日本国語大辞典をハブとした日本語テータベースの連携イメージ 
 
 
４．研究成果 
 
2021 年度は、基礎研究のためのデータベース作成を開始し、年度末には、シンポジウム「古
辞書・漢字音研究と人文情報学」を共催した。 
2022 年度は、データベースの作成を継続するとともに、異なる性格の辞書同士の連携につい
ての検討を進めた。年度末には、web 研究集会「古辞書・漢字音研究とデータベース 2022」を開
催した。 
2023 年度（最終年度）は、『落葉集本篇』と『日本国語大辞典』の URL を紐づける試みを行い、
有益な点と問題点の洗い出しを行った。2023 年秋の日本語学会での発表「『辞書語彙データベー
ス』の構築と展望―異種古辞書連携のためのキー策定を目指して―」は本研究をさらに推進して



いく上で道筋をつけた研究と位置づけられる。具体的には、『落葉集本篇』イ部・ロ部の 466 語
中 62 語が『日本国語大辞典』に非掲載であることや、『落葉集』の（時代の）用例を『日本国語
大辞典』が漏らしていることなどを指摘した（『日本語学会 2023 年秋季大会予稿集』pp.139-144）。
その他、本研究についての国際発表を行った（”The Linking of Different Types of 
Dictionaries: through the Construction of Jisho Goi Database”）。年度末には北京・清華
大学で、「〈講習会〉日本の文献資料《古辞書・漢字音》を読む」「フォーラム古辞書・漢字音と
データベース 2024」を共催した。 
3 年間の実質的な成果として、『本草和名』『古活字版和名類聚抄』『落葉集本篇』の全体およ
び『文明本節用集』『増続大広益会玉篇大全』の一部を『辞書語彙データベース』（https://jisho-
goi.kojisho.com/）の検索システム上で公開した。 
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